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・助成企業である「ファイザー助成金プログラム」は継続で 3年間、採択されることがで

きました。 

・性暴力被害当事者のための「居場所事業の拡充」を地域の中で、少しずつでも良いの

で、拡充させようと奮闘させましたが、夏の「熱中症」対策の為、なかなか足を運ぶこと

ができませんでしたが、各種関係機関等への同行支援についていった折りに、やはり、未

だにたらい回しという「二次被害」は改善されていないようでした。 

 

そうした状況の中でも、当事者の方々と一緒にものつくりのピアサポートを実施できまし

た。また、OHANAの当事者さんでない方で、アトリエ利用者の中にも、「実は私も、そ

ういう事があったんです。」という言葉が出てきました。 

こうして、「ものつくり」がきっかけとなり、今まで潜在化していた当事者さんも参加して

いる事を知り、「相談ありき」の居場所ではなく、話さなくても安心できる居場所であり

続けたいとおもいました。 


